
　四国の林業はここ数年で、その真価が問われる
ことになります。昨年大規模製材工場が稼働し、
木質バイオマス発電所も複数予定されています。
また大型国産材合板工場の計画があるようにも聞
いています。今後四国の木材一次需要が急増する
わけです。もしも四国の林業がその需要に対して
供給できなければ大変です。
　四国は豊富な森林資源を持ちながら、安い丸太
を移出し、高い製材品などを移入するという、経
済的に不利益な状態でした。それが高付加価値の
製材・合板を移出するようになれば素晴らしいこ
とです。また製材・合板用丸太を伐採するのに伴っ
て発生する林地残材などをエネルギー利用するこ
とは、温暖化対策のみならず、燃料輸入で海外に
支払うお金を削減する一方、その分を域内に還元
できることになり、四国の経済にとっても大きな
意味を持ちます。
　四国支所では、前号で紹介した「Bスタイル：
地域で循環型生活する定住社会づくり」のシンポ
ジウム以降、「人工林の将来－長伐期施業について
考える」フォーラム、公開シンポジウム「ニホン
ジカ問題の現状と対策の今後」、日本エネルギー学
会の「バイオマス科学会議」の後援などを行って
きました。
　1月24日には、私が会長を務める四国土木木材
利用研究会の「木材利用シンポジウム in 高知」を
共催し、大勢の皆さんにお集まりいただきました。
　巨大地震では津波の到達前にまず地盤の液状化

が発生します。液状化により避難路や堤防などが
破壊されると、人が逃げることができず津波エネ
ルギーが減衰されないため、人的・物的被害が拡
大することになります。高知市などが位置する沖
積平野は液状化が発生しやすいことが知られてい
ます。
　液状化対策には主として地下水位以下の地盤を
締め固める改良工法があります。その一つとして
多くの丸太を地中深く打ち込む工法が開発され、
現場実験やモデル実験などで有効性の検証が行わ
れてきました。千葉県の浦安市などで既に実証事
業が行われており、近々、高知市でも工事が行わ
れる予定です。
　この工法は 1 ha の改良工事に 1万m3 以上の丸
太が使われます。使われる丸太は、製材適寸より
細くてもよく、打ち込みに耐えられる強さがあれ
ば十分で、乾燥の必要もないので黒芯など高含水
率心材でもかまいません。
　このような新規需要を軌道に乗せるには安定供
給が重要です。また、林業供給が増えても需要が
拡大しないと木材価格は低下してしまいます。土
木木材利用は今後さらなる拡大が求められていま
す。
　四国支所では、今後とも研究の成果や様々な話
題を提供させていただきますので、よろしくお願
いします。

四国の林業と

　　土木木材利用

四国支所長　　外崎　真理雄
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　現在の東京大学大学院理学系研究科附属植物園

で大学院生だったころ、研究材料を求めて四国の山

を毎年のように訪れていました。当時はキク科のヒ

ヨドリバナ属 Eupatoriumを研究していましたので、

まず、この仲間のことをお話しします。

　ヒヨドリバナには倍数性と呼ばれる染色体数の多

型があって、細胞の核の中にある染色体数が 20本

（10本が 1 セットで 2組ある）のものが基本で 2

倍体とよばれています。染色体数

30本、40本、50本をもち 3倍体、

4 倍体、5 倍体（3 倍体以上をま

とめて倍数体）と呼ばれています。

2倍体は、20-50 ㎝と小柄で花序

は小さく（写真 1）、ブナ林など標

高の高い攪乱の少ない林縁や歩道

沿いに見られます。一方、倍数体

は 50-90 ㎝と大柄で花序は大き

く、平地からブナ林まで幅広く、

攪乱された環境を好んで見られま

す。2倍体は普通に有性生殖を行

いますが、倍数体は無融合種子生

殖という繁殖法を行います。一般

に、有性生殖では、染色体数が半分になる減数分裂

の過程を経て、受精により染色体数が元に戻ります。

一方、無融合種子生殖では減数分裂をしない卵がで

きて、それが受精をしないまま種子になります。す

なわち、親と全く同じ遺伝子を持った種子（クロー

ン）ができることになります。2倍体は九州、四国、

中国、紀伊半島、伊豆半島と主に西南日本の山地

に限られた分布をするのに対し、倍数体は沖縄以外

の日本全土に見られます。四国はヒヨドリバナの 2

倍体をはじめ倍数体全種類が見られる多様性に富ん

だ場所です。ちなみに、倍数体はオオヒヨドリバナ

として扱われ、ヒヨドリバナの変種としています。

　近縁種にヨツバヒヨドリという植物があります。

この種は日本海側を中心に分布するのですが、四国

の山地でも見られます。四国のヨツバヒヨドリはこ

れまですべて倍数体しか知られていません。ヨツバ

ヒヨドリの倍数体はヒヨドリバナ倍数体に形態が似

かよっており、ヒヨドリバナ倍数体とヨツバヒヨド

リ2倍体が交配してできたと考えられます。ここで、

あれ？　と思われた方もいるかもしれません。先

ほど、倍数体は無融合種子生殖、つまり、交配を必

要としない繁殖をする、と述べましたが、まれに倍

数体と 2倍体との間に交配が起きており、これに

よって雑種が生じる、と考えられます。一旦、雑種

ができてしまうと、無融合種子生殖によって効率よ

く自分と同じ遺伝子が保つクローンを増やしていく

ことができます。ヨツバヒヨドリ

の 2倍体は寒冷な時期には四国ま

で分布を広げてきたと考えられま

すが、ヒヨドリバナ倍数体と交配

して雑種（先に、ヨツバヒヨドリ

の倍数体としたもの）を作る一方、

2倍体は温暖化や倍数体との競争

の影響を受けて消滅したと推察さ

れます。この点で四国に残るヨツ

バヒヨドリは、過去の植生変遷の

生き証人と言えます。

　ヤマヒヨドリは、四国では、足

摺岬と室戸岬周辺に見られます。

他には九州南部の海岸、紀伊半島

の南端に分布します。ヤマヒヨドリはこのように暖

地の海岸に特殊化した植物で、典型的な生育環境に

見られるものは 2倍体です。一方、ヒヨドリバナ倍

数体とヤマヒヨドリの中間的な形態を持つものがあ

り、これらは倍数体で、低山地やより北方まで分布

を広げています。この形態を持つものはサケバヒヨ

ドリと呼ばれており、ヒヨドリバナ倍数体とヤマヒ

ヨドリ 2倍体の交雑でできたものと考えられます。

ヤマヒヨドリの場合は南部から北上してきて、ヒヨ

ドリバナ倍数体と交雑してヤマヒヨドリ起源の遺伝

子が広がっているのです。交雑した個体はより内陸

側にも見られ、生息地を拡大していると言えます。

写真１．ヒヨドリバナ（２倍体型）石鎚山

四国は

　植物分布の交差点

産学官連携推進調整監　河原　孝行
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こちらはまさに現在の進化が起こっている様子を映

し出しているのです。

　サワヒヨドリの 2倍体は全国の湿地や田んぼの

畔などに見られ、湿性環境を好む植物です。湿地

に隣接するやや乾いた場所や湿地から離れた中湿的

な環境では、ヒヨドリバナ倍数体とサワヒヨドリ 2

倍体が交雑したものと考えられるミツバヒヨドリが

見つかります。こちらもヤマヒヨドリ同様、ヒヨド

リバナ倍数体との交雑を通してサワヒヨドリの遺伝

子がより多様な環境に広がりつつあるのです。

　次に、木本性植物を中心に、分布の点から四国の

植物をご紹介します。

　北から氷期に分布を広げ、今では四国で遺存的に

残っている種の代表が、シコクシラベでしょう。シ

ラベ（シラビソ）は本州の蔵王から中部山岳、紀伊

半島の大峰山系まで亜高山帯に分布する針葉樹で、

北海道やサハリン・千島に分布するトドマツから分

化してきた種と考えられています。シコクシラベは

シラベが氷期にさらに南下したときの生き残りの種

で、剣山系、笹ヶ峰、石鎚山系に見られます。

　オオヤマザクラは北方系のサクラで、北海道や東

北では平地や山地に普通に見られますが、西日本で

は数が少なくなり、四国では石鎚山系に見られ、南

限と考えられてきました。1999年に宮崎県南部の

霧立山系でオオヤマザクラ（キリタチヤマザクラの

名でオオヤマザクラの変種とされる）が見つかり、

南限からは外れましたが、四国山地と九州南部の山

地が植生的につながっていたことを示しています。

　チョウセンナニワズはジンチョウゲ科の小低木で

すが、これもシラベとよく似た分布で長野、紀伊半

島、四国（剣山や天狗高原）の石灰岩地帯に出てき

ます。チョウセンナニワズは春に開葉して秋に落葉

（夏緑性）します。一方、しばしば同種に扱われる

近縁のナニワズ（北陸、東北、北海道）やオニシバ

リ（関東以南）は秋に開葉して晩春に落葉（冬緑性）

します。最近の私たちの研究結果からは夏緑性から

冬緑性が進化してきたと考えられ、チョウセンナニ

ワズの方が古い形質を残していると考えられます。

　南方系の種類には、ハナガガシ、アコウなどがあ

ります。ハナガガシは高知、愛媛、大分、宮崎、熊

本、鹿児島と日向灘を挟んだ限られた地域に見られ

ます。アコウはイヌビワの仲間で、琉球と九州の海

岸沿いではよく見られます。四国では足摺岬と室戸

岬、愛媛南西部の海岸に出現し、分布の端になって

います。これらは南方から分布を拡大してきたと考

えられます。

　キレンゲショウマはキンポウゲ科の多年草で、四

国では剣山と石鎚山で見られ、紀伊半島や九州中南

部の山地でも見られる他、朝鮮半島や中国東部でも

確認されています。1属1種で、近縁種がない世界的

にも珍しい植物で、谷田部良吉博士が1890年に日本

人として初めて植物に学名（和名から Kirengeshoma

とした）を付けたことでも知られています。

　小泉源一郎博士（1931）は、紀伊半島、四国、

九州の中央構造線南側で主に共通して出現する種群

を見出し、襲速紀要素（そはやきようそ）と名付け

ました。襲は熊襲（くまそ＝九州）、速は速水瀬戸

（はやみのせと＝九州と四国の間の海峡）、紀は紀伊

半島で、これらの 3地域に主にまたがって生じる

植物群として101種をリストしました。さらに、村

田・小山（1976）、山中二男（1979）など襲速紀

要素に関する考察・再検討がなされており、単純な

要因によって成り立っているものではないことがわ

かってきました。

　四国は北からの植物と南からの植物が交錯し、古

い遺存的な植物もあれば新しく分布を広げてきた植

物もあるという、進化を繰り広げる興味深い場所な

のです。植物形態学や古植生学、遺伝学、生態学を

組み合わせることで、四国の森がどのように成立し

てきたか明らかにしていきたいと考えています。

写真２．キレンゲショウマ　( 宮崎県白岩山 )

【報告】「第 3回森林技術連携フォーラム in えひめ」を平成 25 年 9月 11 日に開催いたしました。（Web閲覧可能）
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スズメバチの暮らし
流域森林保全研究グループ長　　佐藤　重穂

はじめに
　スズメバチと聞くと、どのような印象を持たれ

るでしょうか。多くの人は刺されたら痛い怖いハ

チ、というイメージをお持ちなのではないかと思

います。では、刺されないためには、どのような

ことに気をつけたらいいのでしょうか。そのため

には、まずスズメバチがどのような特徴を持ち、

どんな生活をしているのかを知っておくと役に立

ちます。ここでは、スズメバチの暮らしぶりにつ

いて、ご紹介します。

スズメバチの仲間
　昆虫は地球上のあらゆる生きものの中でもっと

も繁栄しているグループであり、現在までに知ら

れているものだけで100万種以上もあると言われて

います。ハチの仲間（ハチ目）はその中でも特に

種類の多いグループであり、12万種以上がいます。

しかし、その中の大部分は他の昆虫に寄生する寄

生バチであり、人を刺すハチはスズメバチの仲間

とミツバチの仲間だけで、ごく少数派にすぎませ

ん（ハチの仲間にはその他に植物の葉を食べるハ

バチ、樹木の幹に穴をあけるキバチなどもいます）。

　東アジア地域はスズメバチの仲間の発祥の地と

考えられ、多くの種類が分布しています。

　日本にはスズメバチの仲間が16種生息してい

て、その他に比較的近い関係にあるアシナガバチ

の仲間が11種います。四国地域にはスズメバチの

仲間は 8種いますが、このうち、クロスズメバチ

属（いわゆる地蜂）が 2種、ホオナガスズメバチ

属（小型で攻撃性が強くない）が 1種で、残りの

5種（オオスズメバチ、キイロスズメバチ、コガ

タスズメバチ、モンスズメバチ、ヒメスズメバチ）

がスズメバチ属に所属する正真正銘のスズメバチ

と言えます。

スズメバチは害虫？　益虫？
　先述のように、スズメバチは人を刺すので、人

間から見たら害虫です。人間を直接加害するので、

「衛生害虫」と呼ばれます。また人間が養蜂してい

るミツバチを襲うこともあります。

　ハチ刺されによる死亡者数は全国で年平均30.0

人にものぼります（1983-2012年の30年間の平

均。厚生労働省の調査による）。ハチ毒に対してア

レルギー反応を起こす人がスズメバチに刺された

場合は生命の危険を伴います。近年、アレルギー

対策医療の充実やハチ刺され予防の啓発などに

よって、死亡者数はやや減少傾向にありますが、

それでも毎年20人前後が亡くなっています（図

１）。これは野生生物による死亡の中でもっとも多

いものです。

　一方、スズメバチは肉食で、おもに他の昆虫を

襲って食べることが知られています。その中には

野菜の葉を食べるイモムシの仲間や根を食い荒ら

すコガネムシの仲間など多くの農業害虫も含まれ

ます。すなわち、スズメバチは害虫の天敵として

働いていて、人間にとって益虫でもあるのです。

一つのスズメバチの巣からは数百から数千匹の働
写真１.　オオスズメバチ（左から女王、働きバチ、雄バチ）。

森林総合研究所森林生物データベースより。
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き蜂が出てきますが、一匹の働き蜂が20日間（働

き蜂が成虫になってからの寿命は30日程度です）

狩りをして、一日50匹の昆虫を餌として捕まえる

としたら、一つのスズメバチの巣で100万匹もの

昆虫を食べてくれることになります。自然の生態

系の中で、スズメバチは害虫が大発生するのを防

ぐ役割を担っているとも言えます。

女王蜂の生活
　スズメバチの巣の中には女王蜂と働き蜂とがい

ます。女王は同じ巣にいるすべての働き蜂の母親

です。女王は卵を産む以外、何もしないで楽な暮

らしをしているように思え

ますが、実際のところ、苦

労の多い生活をしていま

す。

　前年の秋に成虫になった

新しい女王蜂は、雄バチと

交尾をした後、ひっそりと

隠れて冬を越します。春に

なると、女王蜂が活動を始

めます。この時期はまだ働き蜂はいないので、女

王が自ら巣を作り、餌を狩り、幼虫の世話をします。

春から初夏にかけて一人ですべての仕事をやらね

ばなりません。この時期が天敵などに襲われて死

亡する確率がもっとも高いと考えられます。

　その後、幼虫が育って成虫（働き蜂）になると、

女王は産卵に専念して、巣の拡張や餌集め、幼虫

の世話などは働き蜂が行うようになります。

　夏の終わりから秋にかけて、スズメバチの巣は

もっとも大きくなります。秋の終わりには次の世

代の新女王と雄バチが生まれてきます。このころ

には母親である女王蜂は死に、一生を終えます。

女王蜂の寿命は一年ですが、女王として君臨でき

るのはその中の短い期間だけです。

最強の昆虫のはずなのに
　スズメバチはさまざまな昆虫を捕食します。中

でもオオスズメバチは他のスズメバチの巣を襲う

こともあります。世界最強の昆虫と呼ばれること

もあるほどです。

　しかし、どんなに強い生きものにも天敵がいま

す。スズメバチネジレバネという名前の昆虫がい

るのですが、この虫はスズメバチの体内に寄生し

ます。この虫に寄生されたスズメバチの働き蜂は

働かなくなります。また、エゾカギバラバチとい

うハチもスズメバチに寄生するのですが、この寄

生バチの母親はまずあちこちの植物の葉に産卵し

ます。その卵をガの幼虫のイモムシなどが食べる

と、イモムシの体内で卵から幼虫になります。イ

モムシがスズメバチに捕まって、スズメバチの幼

虫の餌となると、その体内に寄生して食い尽くし、

スズメバチの体内から出てくるのです。

　鳥類では、ハチクマとい

うタカの一種は、スズメバ

チなどの蜂の巣を好んで狩

り、幼虫や蛹を食べます。

さらに人やクマも、スズメ

バチの巣を採って蜂の子を

食用にするので、スズメバ

チの天敵でもあるのです。

ハチ刺され被害を防ぐために
　スズメバチが人を刺すのは、自分の巣を守るた

めであることがほとんどです。巣に近づいた相手

を警戒して、それでも相手が立ち去らないと攻撃

してきます。したがって、スズメバチの巣のある

ところに近寄らないのが一番です。運悪く、人の

生活の場の近くに巣がある場合は、除去します。

春先の働き蜂のいない時期なら、比較的簡単に駆

除できますが、働き蜂が多ければ、駆除を専門の

業者に頼む方がよいでしょう。

　草刈、剪定など野外で作業する際には長袖の服、

帽子、軍手などを着用します。スズメバチは黒い

ものを攻撃する性質があるので、黒っぽい服装は

避けます。室内にスズメバチが入ってきてしまっ

たら、窓を開けて静かに出ていくのを待ちます。

手を振り回したり、追いかけたりすると、攻撃し

てくることがあります。また、刺されたときの備

えとして、ポイゾンリムーバー（毒を吸い出す道具）

が市販されています。

図１. ハチ刺されによる死亡者数
年度

人
数



【お知らせ】当所年報はWeb閲覧に移行いたしました。http://www.ffpri-skk.affrc.go.jp/sn/sn_index.html
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ヤナセスギの秘密
人工林保育管理チーム長　　酒井　　敦

　高知県安芸郡馬路村魚梁瀬（やなせ）地方に千本

山という山があります。なぜ千本山と言うかという

と、直径 1 m、ときに 2 m を超えるような大きな

スギの木がたくさん生えているからです（写真 1）。

どれくらいたくさんあるかというと、延々と 1時間

山を登ってもスギの大木が途切れない程です。この

山はどうしてこんなに大きなスギが多いのでしょう

か。それにはまず、スギの来歴について探っていき

ましょう。

　スギは日本固有種で第四紀がはじまる頃（約 260

万年前）にはすでに日本列島に分布していました。

約 8万年間の湖底の沈殿物に含まれる花粉の分析か

ら、氷期にはスギの分布がせばまり、間氷期になり

暖かくなるとスギの分布が広がるというサイクルを

繰り返してきたことがわかっています。また、四国

地方での花粉分析の結果によると、最終氷期（約 2

万 1千年前）には千本山は亜寒帯林になっており、

スギは室戸岬のあたりかそれより低い標高（当時海

岸線は現在より低い位置にあった）まで分布域を下

げていたようです（Miyake et al., 2011）。

　最終氷期が終わると地表は暖かくなり、スギが勢

力を回復してきます。大きなスギが生育していた痕

跡は日本各地に残っています。島根県の三
さん

瓶
べ

山に行

くと埋没林公園という施設があり、約 4千年前に火

山の噴出物で埋まった森林がそのままの状態で保存

されています。ここでは、ケヤキやトチノキに混じっ

て、直径 2 m にもなるスギが林立していた様子を

見ることができます（写真 2）。また、同じ島根県

の出雲大社では平成12年に本殿の地下から直径約

1.3 m のスギを 3本ひとまとめにした宇豆（うず）

柱が発掘されました。これは鎌倉時代前半（約760

年前）造営のものとされ、その頃の本殿が巨大なス

ギの柱でできていたことを示しています。その時代

の設計図によると、本殿は3本1組の宇豆柱が9組、

田の字型に配列された壮大なものです。これを元

にした本殿の復元図がいろんな人から提案されてお

り、一番大きなものは高さ48 m にもなります。と

もかく、当時の日本にはこのようなスギがまだあち

こちに生えていたのでしょう。しかし、近世から近

代に時代が移りかわり、技術が進歩して経済活動が

活発になるにつれ、このような大木は利用され姿を

消したと考えられます。

　現在の天然スギの分布を見ると、本州の日本海

側（青森～島根）に多いことがわかります。東北の

太平洋側や関東には少なく、紀伊半島、四国の一部

（魚梁瀬地方）、屋久島で多くなります。これは積雪

の深い場所や、夏の降水量が多い場所に天然スギが

分布していることを意味しています。雪は春先に雪

写真１.　千本山のヤナセスギ

写真２.　埋没された状態で発掘されたスギ
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解け水を供給するとともに、冬の厳しい寒さから幼

木を守っていると考えられます。魚梁瀬地方は年間

4,000 mmを超える雨が降り、屋久杉で知られる屋

久島とともに豪雨地域として知られています。

　さて、だいぶ遠回りしましたが千本山です。降

水量が多くて条件がいいとはいえ、千本山にこんな

に大きな木がいまだに多く残っているのは不思議で

す。ここでは「南路志」という書物をひもといてみ

ましょう。「南路志」は1813年（文化10 年）に土

佐の豪商美濃屋によって編纂された132巻からなる

郷土誌です。その原本は焼失してしまいましたが、

写本が残っていたため、現在では10巻に再編され

残っています。南路志は江戸時代の土佐の来歴、政

治、民俗、産業、文芸などありとあらゆることが記

録されているのですが、その中に魚梁瀬のスギに関

する記述も見られます。これによると、長宗我部の

時代から「お留山」として伐採は厳しく制限されて

きたこと、大坂城築城時などに御用木の献上を行っ

てきたこと、藩の財政が厳しくなると木を切って凌

いだことなどが書かれています。また、次のような

意味の記述があります。「8尺周りの木が250万本

あるところ、これを 1年に 5万本ずつ切れば50年

で切り尽くすが、7尺周り以下の木が50年の内に 8

尺周りに至るので継続的に伐採できる」。実際この

通りに実行したという証拠はないのですが、木材を

循環的に利用する「法正林思想」が当時あったこと

がうかがえて興味深いものです。他にも、「払い下

げ（伐採）の申し出があった場合、100本当たり30

本の優良な木は木札をつけ残すが、あとの70本（モ

ミ、ツガなど）については払い下げを許可する」と

いうような記述は、強度の択伐を行ってスギを選択

的に残したことがうかがえます。そういえば、千本

山はほとんどがスギで、モミやツガなど、他の山な

ら普通に混生している樹種がほとんどありません。

そういう意味では半分人工林のようなものかもしれ

ません。とにかく、魚梁瀬ではスギを大事に扱い、

みだりに伐採してこなかったようです。

　さて、花粉や古文書だけでなく、現在残っている

スギ林からも重要な情報が得られます。魚梁瀬では

今でもわずかながら天然スギを伐採しています。伐

採といっても単木的に伐採し、ヘリコプターで集材

するのであまり山は荒れません。昨年そのような伐

採現場で巨大なスギの切り株（写真 3）を60本調

査しました。その結果、スギの樹齢は 120年生から

370年生までかなり幅があり、同じような樹齢の集

団が数十年おきに現れることがわかりました。これ

はスギが一斉に更新したのでなく、同じくらいの樹

齢の集団が断続的に成立してきたことを示していま

す。おそらく、強度に択伐をしたときに自然に稚樹

が生えたか、あるいは人が植えたかして成立したと

考えられます。スギの年輪を調べると、中心は非常

に密なのに、途中からいきなり太り始めるものが多

く、多くの切り株は130年前から太り始めていまし

た（図１）。この頃は明治維新が起こり、政権が新

政府へと変わる移行期で、政治的な混乱の中で乱伐

が行われたのではないかと推測しています。

　千本山のヤナセスギは数百万年というスギの歴史

と近世の人の営みを受け継ぎ、静かに立っています。

機会があったら是非お訪ね下さい。

引用文献
Miyake et al.（2011）植生誌研究 19:61-68.写真３.　天然スギの切り株

図１.　年輪の太り方
矢印は変曲点を示す。青いドットは年輪 5年ごとの計測デー
タを示す。

年齢（逆目盛：現在から何年前かを示す）

中
心
か
ら
の
半
径
（
mm
）

【報告】「森林総合研究所四国支所一般公開」を平成 25 年 11 月 2日に開催いたしました。（Web閲覧可能）
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写真１.　下刈り作業 図１.　下刈り頻度別直径樹高の経年変化

応用森林学会奨励賞受賞
　平成 25 年 11 月 9 日、当支所の北原
文章研究員（流域森林保全研究グループ）
の「スギ植栽木の成長と下刈り対象木の
競合に関する研究」について、その研究
成果が評価され、応用森林学会奨励賞を
受賞いたしました。

　下刈りは造林木の成長を促すために植栽木

周辺の雑草木を刈り払う作業で、通常、植栽か

ら 1～ 6年間、毎年行われています（写真１）。

最近では、四国内でも木材需要の拡大から皆伐

（主伐）を行っている林地が増えてきていますが、

伐採した後は再造林することで、次世代への森

林資源を残していくことになります。しかし、

現在の低迷した材価のもと行う木材生産作業に

おいては、伐採費用だけではなく再造林費用も

捻出していく必要があり、近年では、いかに安

く確実に再造林（地拵え、植栽、下刈り）を行

うかの議論がなされています。

　森林総合研究所では、九州支所を中心として

スギ再造林の低コスト化を目的とした研究プロ

ジェクトを行ってきました（H21-24）。この

研究プロジェクトにおいて、四国支所では高知

県森林技術センターと連携して、植栽試験や下

刈り省力試験を行ってきました。下刈り試験地

の調査結果（図１）、毎年、隔年、無下刈りの

順に平均樹高、直径は大きくなる結果となり、

下刈りをしないと雑草木に覆われ成長が抑制さ

れてしまうこと（被圧）が確認できました。今後、

費用対効果の高い下刈り頻度を明らかにするた

め、下刈り頻度と植栽木の成長量や下刈り作業

量の関係性をモニタリングしていきます。 

下刈りの省力化
流域森林保全研究グループ　　北原　文章

四国の森林・林業解説シリーズ（8）

平
均
樹
高
（
cm
）

平
均
地
際
直
径
（
cm
）

毎年下刈り直径
隔年下刈り直径
無下刈り直径
毎年下刈り樹高
隔年下刈り樹高
無下刈り樹高


